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研究報告書 資料編

算数を身近に感じ、生活に生かす指導の工夫
‐学んだことを関連づけて活用する活動を取り入れて‐

長期研修員 今井 真弓

研究の検証授業（小学校３年生 「長い長さをはかろう」）で使用した本時案、学習プリント等が載

せてあります。

１ 目標・評価規準及び指導・評価計画 158～161ページ

２ 本時案・学習プリント

第１時 162ページ

第２・３時 164ページ

第４時 166ページ

第５時 167ページ

第６時 169ページ

第７時 170ページ

第８時 171ページ

第９・10時 172ページ

第11時 174ページ

※ 学習指導案 単元の考察については、研究報告書 内容編150ページを参照
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１ 目標・評価規準
(1) 単元の目標
長いものの長さの測定を通して、長さの概念について理解を深めるとともに、目的に応じて単位や計器を

適切に選択して測定することができる。
(2) 評価規準

ア 算数への関心・ イ 数学的な考 ウ 数量や図形につ エ 数量や図形につ
意欲・態度 え方 いての表現･処理 いての知識･理解

、 、 、内 容 の ま ・長さ、かさ、重さ、 ・長さ、かさ、重 ・簡単な場合について、長 ・長さ かさ 重さ
と ま り ご 時間にかかわる知識 さを調べたり表 さ、かさ、重さの測定を 時間の大きさにつ
と の 評 規 や技能などの有用さ したりする算数 したり、必要な時刻や時 いての感覚を豊か
準 及びそれらの性質や 的活動を通して 間を求めたりすることが にするとともに、

関係を調べたり筋道 数学的な考え方 できる。 長さ、かさ、重さ
を立てて考えたりす の基礎を身に付 の単位と測定の意
ることの楽しさやよ け、事象につい 味、時間の単位の
さに気付き、進んで て、見通しをも 関係、必要な時間
生活に生かそうとす ち筋道を立てて や時刻の求め方を
る。 考える。 理解している。

・目的に応じた単位や ・１ｍの単位を基 ・巻き尺を用いて、いろい ・巻き尺を用いる場
単 元 の 評 計器を適切に選んで にして、１kmと ろなものの長さを測定す 合とその使い方が
価規準 測定しようとする。 いう新しい単位 ることができる。 分かる。

・１kmを実際に調べよ をとらえたり、 ・長さの単位(km)を用いて ・長さの単位(km)を
うとする。 必要に応じて新 身の回りの具体物の大き 知り、他の長さの

・身の回りの様々な場 しい単位を作る さを表すことができる。 単位との関係を理
面において、どんな という考えのよ ・長さを測定するとき、お 解している。
単位がどのように使 さに気付く。 およその見当をつけ測定 ・１kmの大きさを調

、われているかを調べ に用いる単位や計器を適 べる活動を通して
ようとする。 切に選択できる。 長さの大きさにつ

いての豊かな感覚
をもっている。

②③手作りものさしを ①長い長さを測る ②③長さを測定するときお ⑥1000ｍ＝１kmの単
学 習 活 動 すすんで活用しよう には、１ｍのも よその見当をつけ測定し 位関係が分かる。
に お け る とする。 のさしでは不便 たり、手作りものさしを ⑨⑩⑪計測したこと
具 体 の 評 ⑤目的に応じて単位や なことに気付き 用いて、いろいろなもの を「km、ｍ」の単
価規準 計器を適切に選んで 便利な方法を考 の長さを測定することが 位を用いて調べた

測定しようとする。 えようとする できる。 り、表したりする
⑧長さの学習を使って ⑥長い道のりなど ④⑤｢km､ｍ｣の単位を用い ことができる。、

身の回りで生かせる を表すには ｍ て、道のりや距離を調べ「 」
ことはないか、自分 よりも大きい単 たり、表したりすること
で調べたい課題を持 位があれば、便 ができる。
とうとする。 利であると考え ⑦「km、ｍ」の単位を用い

⑨⑩１kmが学校からど ることができる｡ て、道のりや距離を調べ
の辺りまでの長さか たり、表したりすること
自分の家からどの辺 ができる。

、 「 、りまでの長さかなど ⑨⑩⑪計測したことを km
進んで調べようとす ｍ」の単位を用いて調べ
る。 たり、表したりすること

ができる。
上の表の①、②、…の数字は 「(３) 指導・評価の計画」の１時間目、２時間目、…に対応することを示、

している。
（おおむね満足できる状況）
・身の回りのものの長さ、学校から１kmの長さなどを調べる活動に関心をもって、取り組もうとしている。

（関心・意欲・態度）
・１ｍを基にして、１kmという新しい単位をとらえたり、必要に応じて新しい単位を作るという考えのよさ

。 （ ）に気付く 数学的な考え方
・簡単な場合について、kmを用いて身の回りの長さを測定することができる。 （表現・処理）
・kmの単位の意味や必要性について理解している。 （知識・理解）
（十分満足できる状況）
・身の回りのものの長さ、学校から１kmの長さなど、自分たちの生活の中にあるいろいろな長さに関心をも

ち、積極的に取り組もうとしている。 （関心・意欲・態度）
・単位となるもののいくつ分かで長さをとらえたり、長さという量の大きさについての感覚を豊かにしたり

している。 （数学的な考え方）
・身の回りの長さを測定したり、場面に応じて直接比較、間接比較、任意単位、普遍単位の測定の四つの方

法を選択したりすることが確実にできる。 （表現・処理）
・kmの単位の意味や必要性について確実に理解したり、直接比較、間接比較、任意単位、普遍単位の測定の

四つの方法を理解している。 （知識・理解）
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(3) 指導・評価計画（全11時間予定） 個…個人追求 グ…グループ追求 全…一斉学習

学習活動における具体の
学習への支援 評価規準（評価方法） 見

過 ねらい（○）と 時 形 ☆努力を要する状況の児童への ○おおむね満足できると
主な学習活動 ・ 手立て 判断される状況 通（ ）

程 間 態 ◎十分満足できると判断
される状況 し

○校舎内を計測す １ ・他の学校から届いたその学校の 表
ることを通して 大きさを知らせる手紙を読むこ ○１ｍものさしや30cmものさ
長いものの長さ とを通し、子供たちに自分たち しなどを使って正確に計測
を測るには工夫 も計測していこうとする気持ち することができる。
して計測する。 が持てるようにしていく。 ◎１ｍものさしや30cmものさ

・学習問題「長い 個 既習した学習内容を基にどの しなどを使って手際よく正・
。長さのはかり方 ように計測したらいいか計測方 確に計測することができる

（ 、 ）を考えよう」を 法を考える。 観察 学習プリント
考える。

・３階多目的ホー グ ・ものさしで長いものを測ると誤
ルの縦の長さは 差がでてしまうことを共通のも
どの位になるの のを測ることで実感がもてるよ
か予想し実際に うにする。
調べる。

・計測結果につい 全 ・計測結果の問題点を話し合うこ
て発表し話し合 とにより、巻き尺のような測定
う。 の道具の必要性に気付くように

していく。
つ ・学習感想を書く 個 ・学習感想では「わかったこと｣。

｢きょうのじゅぎょうについて｣
か (自己評価）などについて、児

童が書くことができるものを用
む 意する。

☆計測の仕方につまずきがないか
実態を把握し、つまずいている
児童には計測できそうなものや
興味・関心のもてそうなものか
ら計測していくように助言する｡ 関

○長い長さや丸い ２ ・前時に学習した、１ｍものさし ○長いものや曲線部分を測る
ものの長さを測 ・ で計測するのは、時間がかかっ には、手作りものさしが便
る道具をつくる ３ たり、誤差が出たりすることを 利なことに気付き、すすん
ことができ、そ 想起して道具を工夫していくよ で手作りものさしを使おう
のよさを理解す うにする。 としている。
る。 ◎長いものや曲線部分を測る 見

・前時の学習を振 全 には、手作りものさしが便 通
り返り、長い長 利なことに気付き、すすん し
さを測る道具の で手作りものさしを使おう １
必要性を想起す としている。

（ 、 ）る。 学習プリント 観察
・測定に使う道具 個 ・30cmものさしや１ｍものさしの 表

を考える。 目盛りの工夫を想起し、使いや ○身の回りの具体物の長さを
・測定に使う道具 グ すい手作りのものさしをつくる 手がかりとして、長さの見。

をつくる。 ・長い長さを測る手作りものさし 当をつけることができる。
なので、３～４人グループにな ◎自分の体の一部や身の回り
って協力しながらつくっていく の具体物の長さを手がかり
ようにする。 として、長さの見当をつけ

・グループで相談し合いながら測 たり、身の回りのものの長
・手作りのものさ グ りたいものを決めていくが、予 さを手際よく正確に測り、

しで長さを調べ 想や結果については個人でカー ノートに記録することがで
る。 ドに記入していく。 きる。

（ ）（測定したもの､予想､結果） 学習プリント
☆測定になかなか興味・関心をも

・学習のまとめを 全 てずにいる児童にはどんな長さ
し、学習感想を ・ を知りたいのか話しながら助言
書く。 個 していく。

☆測定の仕方が不十分だったり、
長さの見当をつけることができ
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なかったりする児童は、30cmも
のさしも使い、手や腕など体の
一部で手がかりが持てるように
していく。

表
○巻き尺の使い方 ４ ・前時の学習を想起し、手作りも ○巻き尺を使って正確に測る

の習熟を図り、 のさしの長所や短所を確認し巻 ことができる。
長さの量感を育 き尺の有用性や使い方を理解で ◎巻き尺を使って手際よく正
てる。 きるようにしていく。 確に測ることができる。

・前時の学習を想 全 ☆巻き尺の測定の仕方について確 (観察、学習プリント)
起し、手作りも 認していくようにする。
のさしのよさを
確認し長さの測
定の道具、巻き
尺とその使い方
を知る。

・巻き尺の目盛り 全
を読む。

・巻き尺を使って グ ・前時に手作りものさしで測定し、
計測したいもの たものの長さを巻き尺を使って
を計測する。 確認し、手作りものさしでもお

・計測結果を記録 およその長さが分かることに気グ
し、発表する。 付くことができるようにする。

・学習感想を書く 関。 個
。○100ｍの量感を育 ５ ・前時の学習で行った長さよりも ○100ｍの長さを調べている

てる。 う少し長い長さを測ろうという ◎複数の方法で100ｍの長さ
・学習問題｢100ｍ 全 意欲をもたせ､100ｍの長さに挑 を調べている。

さがしゲームを 戦していくようにしていく。 (観察、学習プリント)
しよう 」を考え ・長さの量感をもてるように巻き。
る。 尺で測定するだけでなく、巻き個

・各自が方法を考 尺がない場合も考えていろいろ
え、自分で10ｍ な方法で量感を味わうようにし
までの長さを確 ていく。
かめながら、100 ☆長さを比べるのに、歩数や時間
ｍの長さを探し などを使うことを想起するよう
ていく。 にしていく。

・100ｍの位置を長 個 ・結果を発表し合うことにより、
い巻き尺を使っ 人によって、歩いてみた感想や
て調べ、自分が かかった時間や歩数などが違う
見当をつけた位 ことを理解できるようにしてい

追 置を確認し、100 く。
ｍの長さを体感

求 する。
・学習感想を書く 個 考。

す ○長さを表す単位 ６ ○｢ｍ｣の単位で表すと面倒な
｢km を理解する ・前時の学習を想起し、100ｍよ 長い道のりなどは、｢ｍ｣の」 。

る ・前時で学習した 全 り長い長さを考えていくように 単位よりも大きな単位を用
100ｍの長さを想 していく。 いれば、小さな数で表すこ
起し、さらに長 ・1mm、1cm、10cm、１ｍ、10ｍ、 とができ、便利であると考
い長さについて 100ｍと今まで学習してきた長 えることができる。
考える。 さの単位や長さを振り返り、さ ◎既習の単位｢cm、mm、ｍ｣を

らに10倍の長さに目を向けられ ヒントに、ｍの単位よりも
るように助言していく そして 大きな単位を用いれば小さ。 、

・１kmという新し 個 さらに新しい長さの単位に気付 な数で表すことができ、便 見
い単位を知る。 いていくようにしていく。 利であることから、１ｍを 通

・１kmを歩く。 ・量感がもてるように見当をつけ 100か1000集めて大きな単 しグ
てから、距離測定器を使って1 位をつくればよいと考える ２。

（ ）kmを測定する。 学習プリント
・１kmを歩きながら、時間を計っ 知

たり、歩数を調べたりしていろ ○1000ｍ＝１kmの単位関係が
いろな測り方をして量感を育て わかっている。
ていくようにしていく。 ◎1000ｍ＝１kmの単位の関係

☆mm、cm、ｍの関係を想起し、よ がわかるとともに、身近な
・学習感想を書く り長い長さには大きな単位があ 生活と関連づけて理解して。 個

ることに気付けるようにしてい いる。
（ ）く。この時間だけでなく、他の 学習プリント
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時間でも長い長さを測定してい
く中で、1000ｍ＝１kmの単位関
係を理解していくようにしてい
く。

○道のりや距離の ７ ・道のりや距離の記入がしていな 表
意味を理解する い絵地図を提示し、道のりや距 ○絵地図などから道のりや距。

・前時の学習を想 全 離、かかる時間などを話しなが 離を調べ、正しくノートに
起し長さについ ら児童に知らせることを通して 記録したり、問題をつくっ
て整理する。 絵地図の様子などを理解できる たりすることができる。

・絵地図を基に道 全 ようにしていく。 ◎絵地図などから、道のりや
のりや距離の意 ・絵地図を見ながら、道のりや距 距離を調べ、正しく記録し
味を理解する。 離などを求める問題を考えてい たり、問題をつくったりす

・絵地図を基に問 個 くようにする。 ることができ、単名数と複
題づくりをする ☆絵地図からわかることをもとに 名数の変換がすばやくでき。

・つくった問題を して、問題をつくったり、友だ る。全
（ 、 ）発表し、解き合 ちの問題を解いていったりでき 絵地図 学習プリント

う。 るように助言していく。
個・学習感想を書く。

○今まで学習して ８ ・身の回りにはいろいろな長さの 関
きたことを使っ 表示があることを写真を見なが ○これから取り組んでいく課
て、身の回りで ら知る （km表示も含めて） 題を考えることができる。。
生かせることは ・学校近辺の地図を見ながら、ど ◎これから取り組んでいく課
ないか考え、自 んなことができそうか助言して 題を複数考え、積極的に取
分で調べたい課 いく。 り組んでいる。

（ 、 ）題を持つことが ☆どんな課題であれば、自分たち 観察 学習プリント
できる。 で取り組めそうか話しながら助

・身の回りにはい 全 言していく。
ろいろな長さの ・太田小とその周囲の絵地図を用

ま 表示があること 意して、一部を計測しておき、
と を写真を見なが どこをどのように計測したらよ
め ら知る。 いか分かるようにしておく。
広 ・今までの学習を グ ・いろいろな長さを予想、計測す
げ 基に自分で取り ることにより、長さの量感を持
る 組んでみたい問 てるようにしていく。

題を考え、取り ☆なかなか測定することができな
組む。 い児童にはつまずきを把握し、

調べるめあてをもたせ、計測し 関
ていけるように助言していく。 ○いろいろな場所までの道の

○学校からいろい ９ ・児童の興味・関心に応じて学校 りをすすんで調べようとし 見
ろな場所までの ・ 近辺の道のりを調べたり、１km ている。 通
道のりを実際に 10 の道のりを調べたりして測定す ◎いろいろな場所までの道の し
歩きながら道具 ることにより計測の習熟を図っ りをすすんで調べ、時間や ３
を使って測るこ たり、量感を豊かにしたりして 歩数などの違う表現などで
とにより、長さ いく。 表現しようとしている。

（ 、 、 ）の量感を養う。 ・距離測定器などを利用し、短時 観察 地図 学習感想
・各グループの課 グ 間でいろいろな距離を調べられ 表・知

題に取り組む。 るようにしていく。 ○いろいろな場所までの道の
、「 、 」○算数への興味を 11 ・取り組んだ内容について簡単に りを正確に測り km ｍ

広げる。 発表し、詳しくは仕上がった作 の単位を用いて表している。
・前時で調べてき 品で見ることができるように掲 ◎いろいろな場所までの道のグ

たことを基に絵 示していく。 りを手際よく正確に測り、
地図クイズやパ ・学校の近辺の絵地図を提示し、 「km、ｍ」の単位を用いて
ンフレットをつ 調べてきたことを記入し、調べ 分かりやすく表している。

（ ）くる。 た結果を確認し合う。 地図
・学習感想を書く 個 ・できあがった作品は、交流して 関。

いる学校の友達に送り、活用し ○自分たちが調べてきたこと
てもらうようにしていく。 を基にして、まとめようと

☆まとめたことを他の学校の友達 している。
に知らせたり、家の人に知らせ ◎自分たちが調べてきたこと
たりして、最後までがんばれる だけでなく、調べてきたこ
ように励ましていく。 とを加工してすすんでまと

めようとしている。
（絵地図クイズ、パンフレ
ット）
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２ 本時案
（１）１／１１

ア．ねらい
校舎内を計測することを通して、長いものの長さを工夫して計測している。

イ．準備
教師 １ｍものさし（３本×８グループ 、学習プリント１、ロープ（８本 、移動式黒板） ）

太田市内の小学校からの手紙・校舎の配置図、計測結果の記入用紙（掲示用）
児童 30cmものさし

ウ．展開
評価項目（方法）

学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 間 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） ◎十分満足できると判断

される状況
○学習問題を知り ５ ・他の学校の友達からの校舎の大きさを調べ、

考える。 た手紙を読み、長さを測ることに興味・関
心がもてるようにしていく。

長い長さのはかり ・既習した学習内容を基にどのように計測し
方を考えよう。 たらいいか計測方法を考える。
・教室の縦と横の ・自分の考え（どのようにして長さを予想し

長さ たか、どのように計測したか）が友だちに
・特別教室の縦と 伝わりやすいようにいろいろな表現方法

横の長さ （言葉、図、計算式等）で考える。
・ろうかの長さ ・ものさしで長いものを測ると誤差が出るこ
○みんなで決めた 25 とを実感できるように共通のものを測るよ

場所の長さはど うにしていく。
の位になるか予 ☆長さに関心がなく、自ら測ろうとしない児
想し、実際に調 童には自分で計測できそうなものを探した 表
べる。 り、友達と協力し合ったりしていくように ○１ｍものさしや30cmもの

助言していく。 さしを使って正確に計測
・計測結果の問題点を話し合うことにより、 することができる。

○計測結果につい 10 長い長さを測る道具の必要性に気付くよう ◎１ｍものさしや30cmもの
て発表し話し合 にしていく。 さしを使って手際よく正
う。 ・便利な方法を考えようとしない児童には、 確に計測することができ

２年生で学習してきたこととの違いを考え る。
（ 、 ）たり、計測で苦労したことを思い出したり 観察 学習プリント１

するように助言していく。
☆計測の仕方につまずきがないか実態を把握

し、つまずいている児童には計測できそう 関
なものや興味・関心のもてそうなものから ○長い長さを測るには、も
計測していくように助言する。 のさしでは不便なことに

・学習感想では「今日のじゅぎょうでわかっ 気付き、便利な方法はな
○学習感想を書く ５ たこと 「感想 「きょうのじゅぎょうにつ いか考えている。 」 」

いて （自己評価）などについて児童が記 ◎長い長さを測るには、も」
述できるものを用意する。またその時間の のさしでは不便なことに
友達の考えと自分の考えを比べ、考え方の 気付き、ひもを使うなど
よさを振り返ることができるようにする。 具体的な方法を考えてい

る。
（ ）学習プリント１
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学習場所：３階多目的ホール

入 黒板
り 教師 移動式
口 黒板

児童は教室の席と同じ場所で
黒板の方を向いて体育座り

いすを
八 七 六 五 四 三 二 一 同様に
は は は は は は は は おいて
ん ん ん ん ん ん ん ん おく
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（２）２・３／１１
ア．ねらい

長い長さや丸いものの長さを測る道具をつくることができ、そのよさを理解する。
イ．準備

教師 校舎内外の写真、学習プリント２・３、リボン、１ｍものさし、段ボール紙、ベニア板、
（ ）、 、 、 （ ）、 、ラップのしん ８本 ビニルロープ ゴム ガムテープ 紙に貼り付けたもの フラフープ

記録用模造紙、マジック、
児童 30cmものさし、学習プリント１（算数ファイル）

ウ．展開
評価項目（方法）

学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況

○前時の学習を振 ５ ・前時に学習した、１ｍものさしで計測する 関
り返り、長い長 のは、時間がかかったり、誤差が出たりす ○長いものを測るには、巻
さを測る道具の ることを想起して道具を工夫していくよう き尺や回転式の輪のよう
必要性を想起す に助言する。 なのような手作りものさ

、る。 しが便利なことに気付き
○学習問題「長い 10 ・児童が身の回りのものを使っていろいろな 手作りものさしを使おう

ものやいろいろ 工夫をしながらつくれるように段ボール紙 としている。
な長さがはかれ や箱やフラフープやテープなどを準備して ◎長いものを測るには、巻
る道具を発明し おく。 き尺や回転式の輪のよう
よう を考える ・30センチものさしや１ｍものさしの目盛り なのような手作りものさ」 。

、長いものやいろい の工夫を想起し、使いやすい手作りのもの しが便利なことに気付き
ろなものの長さが さしをつくるように助言する。 すすんで手作りものさし
はかれる道具をつ ☆長いものを測定することや車の走行距離の を使いながら、手作りも
くろう 測定の仕方に目を向けたりして、児童が気 のさしのよさを確かめよ
○測定に使う道具 25 付けるようにしていく。 うとしている。

（ 、 ）をつくる。 観察 学習プリント２
・リボンに１ｍ、

10cmごとの印を
つけ、手作りの
ものさしをつく
る。

○測定したい場所 5
を考える。 ・一斉学習の中で測定したいところを出し合 表

○手作りのものさ 40 い、グループの中で計測する場所を決めや ○身の回りの具体物の長さ
しで長さを調べ すいようにしていく。 を手がかりとして、長さ
る。 ・グループでどこを測定したいか話し合う。 の見当をつけ、身の回り

１班 トラック ・学習プリントに記入していく。 の長さを正確に測定する
１周 校庭 （測定したいもの、予想、結果） ことができる。（ ）

２班 体育館１周 ☆測定になかなか興味・関心をもてずにいる ◎自分の体の一部や身の回
３班 屋上の横 児童にはもてるようにどんな長さを知りた りの具体物の長さを手が
４班 屋上のなな いのか話しながら助言していく。 かりとして、長さの見当

め ☆測定の仕方が不十分な児童には、グループ をつけたり、身の回りの
５班 体育館の縦 で協力し合い、グループのだれもが正しく ものの長さを手際よく正
６班 屋上 計測できるように助言していく。 確に測定することができ
７班 靴箱の長さ ☆長さの見当をつけられない児童には、手や る。

（ ）８班 黒板の横 腕などの体の一部で手がかりが持てるよう 学習プリント３
に助言していく。

・計測結果は短時間に他の児童に知らせられ
るように、記入用紙を黒板に掲示して、終
わったグループより記入していくようにす
る。

・結果だけでなく、測定した感想も聞いてい
きながら、手作りものさしのよさに気付く
ようにしていく。

○学習のまとめを ５
し、学習感想を
書く。
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（３）４／１１
ア．ねらい

巻き尺の使い方を知り、その習熟を図り、長さの量感を育てる。
イ．準備
教師 学習プリント４、巻き尺（10ｍ用）８個、巻き尺の拡大したもの、

巻き尺の問題（提示用）
児童 30cmものさし、生活科バック

ウ．展開
評価項目（方法）

学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
○前時の学習を想 10 ・前時の学習を想起し、手作りものさしの長

起し、手作りも 所や短所を確認し、巻き尺の道具の有用性
のさしの長所や や使い方を理解できるようにしていく。

、 、短所を確認し、 ・巻き尺には 見やすい目盛りがついている
長さの測定の道 直線や曲線も測定できる、伸び縮みしない
具、巻き尺とそ など、手作りものさしと共通点があること

。 。 、 、の使い方を知る に気付くようにしていく また 巻き尺は
○巻き尺の目盛り コンパクトに収納できることなども実際に

を読む。 10 使用しながら気付くようにしていく。 知
・巻き尺で計測する場合、線などに沿って曲 ○巻き尺の目盛りを正確に

。がらないように気を付けることにも気付く 読み取ることがができる
ようにしていく。 ◎巻き尺の目盛りを素早く

○学習問題を知り ☆巻き尺の目盛りの読み方は30cmものさしな 正確に読み取ることがで、
調べる。 どと同じ読み方であることに気付くように きる。

（ 、 ）巻き尺を使って長 両者が比較できるようにしておく。 観察 学習プリント４
さをはかってみよ ・前時に手作りものさしで測定したものの長
う さを巻き尺を使って確認し、手作りものさ

しでもおおよその長さが分かることに気付 表
○測定した結果を くことができるようにする。 ○巻き尺を使って正確に測

画用紙に記入し 20 ・前時に計測したものの長さを確認したあと 定することができる。、
他の班の児童に グループごとに計測したいものを相談し、 ◎巻き尺を使って手際よく
伝える。 計測していくようにしていく。 正確に測定することがで

・グループで計測するときに、巻き尺を持つ きる。
人、目盛りを読む人、記録する人など分担 (観察、学習プリント４)
を交代しながら計測していくようにする。

・計測する前には長さの見当をつけ、長さの
量感が身に付くようにしていく。

○学習感想を書く ５ ・測定した結果を画用紙に記入し黒板に掲示。
することで短時間で他の児童に知らせるこ
とができるようにしていく。
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（４）５／１１
ア．ねらい

100ｍの長さの量感を育てる。
イ．準備

教師 学習プリント５、巻き尺（100ｍ用 、ロープ（提示用１ｍ、10ｍ 、） ）
ストップウォッチ（８個 、移動黒板、釘、金槌）

児童 生活科バック
ウ．展開

評価項目（方法）
学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
○前時の学習を想 ５ ・前時の学習を振り返り、巻き尺の道具の有

起し、巻き尺の 用性を想起する。
よさを確認する ・巻き尺のよさを確認していく中で自分たち。

・長いものが一気 がつくった手作りものさしとの共通点も確
に測れる。 認し、自分たちで便利な道具はつくれると

・見やすい目盛り いう気持ちも大切にしていく。
がついている。

。・伸び縮みしない
、・直線だけでなく

曲線も測定でき
る。

・簡単に収納でき
る。

○学習問題を知り ５ ・前時の学習で行った長さよりもう少し長い、
調べる。 長さを測ろうという意欲をもたせ、100ｍ

100ｍさがしゲーム の長さに挑戦していくようにしていく。
をしよう ・スタート地点と10ｍの場所に石灰で印をつ
○各自一人一人が 20 けておき、それをヒントにして各グループ 関

方法を考え、自 で自分たちで100ｍの場所を探していくよ ○100ｍの長さを調べている｡
分で10ｍまでの うにする。 ◎複数の方法で100ｍの長さ
長さを体で確か ・児童は予想した100ｍの地点に立ち、地面 を調べている。
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めながら、100ｍ に印を付けるようにして他にも分かるよう (観察 学習プリント５)、
の長さを探して にしていく。
いく。 ルール

・歩数を調べる。 １．今までの学習をつかって、100ｍを見つ
・靴の大きさで調 ける。

べる。 ２．10ｍの長さを覚えるのは３分間。
・みんなで並んで ３．それをもとに100ｍの長さを調べる。

みる。 ４．100ｍと思ったことろに地面に印をつけ
・10ｍの歩く時間 立っている。

を計り、それを ５．１回目が終わったら、50ｍの長さを教
もとにして100ｍ える。
の位置を決める ６．それをもとにして、もう１回だけ自分。

で100ｍの位置を確認する。
（ちがうと思ったら場所をやり直し）

・100ｍの測定は、２回に分けて行い、１回
目では50ｍの地点を教えて、児童にさらに
確認できるようにし、調整できるようにし
ていく。

☆歩幅と距離の関係や時間と距離の関係に気
○長い巻き尺を使 10 付いていけるように生活場面を振り返って

って100ｍの場所 いく。
を確認し、自分 ・長さの量感をもてるように巻き尺で測定す
が予想した100ｍ るだけでなく、巻き尺がない場合も考えて
の場所と比べる いろいろな方法で量感を味わうようにして。

○学習感想を書く ５ いく。。
学習場所：校庭

前校舎

花壇 小屋
体
育 移 班
館 動 ご

式 と
黒 に 100ｍ以上の直線
板 整

列
ｽﾀｰﾄ 10ｍﾗｲﾝ
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（５）６／１１
ア．ねらい

長さを表す単位「km」を理解する。
イ．準備
教師 学習プリント６、巻き尺、距離測定器（８台 、ストップウォッチ、歩数計、 校庭図）
児童 生活科バック
ウ．展開

評価項目（方法）
学習活動（○） 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） ◎十分満足できると判断

される状況
○前時の学習の100 20 ・前時の学習を想起し、100ｍより長い長さ 考

ｍの長さを想起 を学習していくようにしていく。 ○｢ｍ｣の単位で表すと面倒
し、さらに長い ☆１mm、１cm、10cm、１ｍ、10ｍ、100ｍと な長い道のりなどは ｢ｍ｣、
長さについて考 今まで学習してきた長さの単位や長さを振 の単位よりも大きな単位
える。 り返り、さらに10倍の長さに目を向けられ を用いれば、小さな数で

100ｍより長い長さ るように助言していく。そして、さらに新 表すことができ、便利で
をはかってみよう しい長さの単位に気付いていくようにして あると考えることができ
○どんな長さにす いく。 る。

るか考える。 ◎既習の単位｢cm、mm、ｍ｣
・200ｍ をヒントに、ｍの単位よ
・300ｍ りも大きな単位を用いれ
・100ｍの10倍 ば小さな数で表すことが
○１kmという新し でき、便利であることか

い単位を知る。 ら、１ｍを100か1000集め
○１kmを調べる。 ・１kmの量感をもてるようにするために、前 て大きな単位をつくれば

時に学習した100ｍの長さを基にして、１km よいと考える。
）を見当を付けるようにしていく。 (学習プリント６

・校庭の図を提示し、どのような経路で計測 知
していくのか分かるようにしていく。 ○1000ｍ＝１kmの単位関係

○１kmを歩く。 ・量感がもてるように見当をつけてから、距 がわかっている。
20 離測定器を使って１kmを測定する。 ◎1000ｍ＝１kmの単位の関

・スタートを玄関前にして、グループごとに 係がわかるとともに、身
距離測定器を使い、100ｍごとに交替しな 近な生活と関連づけて理
がら１ｋｍを測定していくようにする。 解している。

☆この時間だけでなく、他の時間でも長い長 (学習プリント６）
さを測定していく中で、1000ｍ＝１kmの単
位関係を理解していくようにしていく。

・１kmを歩きながら、時間を計ったり、歩数
を調べたりしていろいろなはかり方をして

○学習感想を書く ５ 量感を育てていくようにしていく。。
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（６）７／１１
ア．ねらい

道のりや距離の意味を理解する。
イ．準備

教師 絵地図、マジック、学習プリント７、四切画用紙
児童

ウ．展開

評価項目（方法）
学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
（ 、 ）○前時の学習を想 ５ ・今までの学習に使用したひも １ｍ 10ｍ

起し長さについ や100ｍ、１kmの長さを計測したときの写
て、整理する。 真などを提示し、長さの量感を想起できる

ようにしていく。
絵地図を見て、長 ・道のりや距離の記入がしていない絵地図を 表
さについて考えて 提示し、道のりや距離、かかる時間などを ○絵地図などから道のりや
いこう 話しながら児童に知らせることを通して、 距離を調べ、単名数と複
○絵地図をもとに 10 絵地図の様子などを理解できるようにして 名数の変換ができる。

道のりと距離の いく。 ◎絵地図などから、道のり
意味を知る。 ☆この時間だけでなく、道のりや距離を求め や距離を調べ、単名数と

たり、考えたりしていく中で単名数と複名 複名数の変換がすばやく
数で表すことができるようにしていく。 できる。

（ 、 ）○絵地図を基に問 15 ・絵地図を見ながら、道のりや距離などを求 絵地図 学習プリント7
題づくりをする める問題を考えていくようにする。 知・考。

・道のりを調べる ・つくった問題の中から自分で問題を選び、
問題（和や差を 四切画用紙に書いていく。 ○絵地図などから道のりや
使って） ・学級で出し合った問題の中から各自が選ん 距離に関する問題をつく

・距離を求める問 で解き合い、道のりや距離の理解の習熟を ることができる。
題 図ったり、友達のつくった問題のよさを味 ◎絵地図などから、道のり

・ｍをkmに直す問 わったりできるように助言していく。 や距離に関する問題を複
題など ☆絵地図から分かったことを基にして問題づ 数つくることができる。

（ ）○つくった問題を 10 くりができるように助言していく。 学習プリント７
発表し、解き合
う。

○学習感想を書く ５。
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（７）８／１１
ア．ねらい

今まで学習してきたことをつかって、身の回りで生かせることはないか考え、自分で調べたい課題を
もつ。
イ．準備

教師 学習プリント８、学校近辺の地図
ウ．展開

評価項目（方法）
学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
○前時までの学習 ５ ・今までの学習に使用したひも（１ｍ、10

を想起し、長さ ｍ）や100ｍ、１kmの長さを計測したとき
について、整理 の写真などを提示し、長さの量感を想起
する。 できるようにしていく。

○学習問題を考え 10 ・今まで学習してきたことをもとにして 関、
る。 自分たちの身の回りに生かしていくこと ○自分で取り組んでいきた

今まで学習したこ はできないか、考えていくようにする。 い課題を考えることがで
とをもとにして、 ・学校内の長さはいろいろ計測して分かっ きる。
長さの勉強をつか たことから、身の回りの長さに目を向け ◎自分で取り組んでいきた
ってチャレンジし ていくようにしていく。 い課題を複数考えること
ていこう ・学校近辺の地図を見ながらどんなことが ができる。

（ ）・名所マップづく できそうか助言していく。 学習プリント８
り ・一斉学習の中でどんなことができそうか

・学校から１kmは 話し合い、その後、グループごとに自分
どこだ調べ たちが調べたい課題を決めていく。

・学校からここま ☆どんな課題であれば、自分たちでできそ
で何メートル？ うか、興味があるか助言していく。

・道のりと時間調 ・調べたことを使って、どんなことができ
べ るのか考えるようにして、児童に調べて

○グループで行う 15 くる目的がもてるようにする。
課題を決める。 ・どのように調べていくのか順路や必要な

○課題が決まった 10 ものなどを話し合うようにしていく。
ら、計画を立て
る。

○学習感想を書く ５。
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（８）９・１０／１１
ア．ねらい

学校からいろいろな場所までの道のりを実際に歩きながら道具を使って測ることにより、長さの量感
を養う。
イ．準備
教師 太田小近辺の地図(グループに１枚)、距離測定器(７台)、使い捨てカメラ（グループで一つ）
児童 生活科バック、時計（グループで一つ 、地図（グループで一つ））

ウ．展開
評価項目（方法）

学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
○今までの学習を ５ ・グループごとの課題を確認して課題意識を

基に自分で取り もって、活動に取り組んでいけるようにし
組んでみたい問 ていく。
題を考え、取り ・グループで校外に調べに行くので安全面に
組む。 75 気を付けていくように伝えていく。

自分たちの調べた １班…学校から１kmはどこださがし
い町の道のりをし 1km地点から本町通りまで道のり調べ
らべよう 本町通りから学校までの道のり調べ
・学校近辺の地図 ２班…学校から大光院までの道のり調べ

をつくる。 大光院内の大回りの長さ調べ 関
・歩数と距離の関 大光院から高山神社までの道のり調べ ○いろいろな場所までの道

係を調べる。 ３班…学校からストアーまでの道のり調べ のりをすすんで調べよう
・時間と距離の関 大門通りの道のり調べ としている。

係を調べる。 高山神社内の道のり調べ ◎いろいろな場所までの道
・他の測定してみ ４班…学校から大光院までの道のり調べ のりをすすんで調べ時間

たいものを測定 八瀬川の長さ調べ や歩数などの違う表現な
する。 大光院近辺から太田病院の近くまで どで表現しようとしてい（ ）

病院から学校までの道のり調べ る。
（ 、 、 ）５班…学校から大光院までの道のり調べ 観察 地図 学習感想

八瀬川の長さ調べ
病院から学校までの道のり調べ 表・知

６班…学校から大光院までの道のり調べ ○いろいろな場所までの道
大光院から高山神社までの道のり調べ のりを正確に測り 「km、、
高山神社から学校までの道のり調べ ｍ」の単位を用いて表し

７班…学校から大光院までの道のり調べ ている。
大光院から高山神社までの道のり調べ ◎いろいろな場所までの道
高山神社から学校までの道のり調べ のりを手際よく正確に測

・11時30分には学校に戻れるように調べるの り 「km、ｍ」の単位を用、
が途中でも終わりにすることを伝える。ま いて分かりやすく表して
た、時間がある場合は、近くの道のりを計 いる。

（ ）測してもいいことを伝える。 地図
・いろいろな長さを予想、計測することによ

り、長さの量感を持てるようにしていく。
・児童の興味・関心に応じて学校近辺の地図

をつくったり、クイズ形式のパンフレット
をつくったりしていくことにより、計測の
習熟を図ったり、量感を豊かにしたりして
いく。

・距離測定器を利用し、短時間でいろいろな
距離を調べられるようにしていく。

☆道のりを調べることに関心がないような児
童には、興味・関心のもてそうな話題（日
頃歩いているところや興味のあるお店や場
所など）を話していく。また、計測の仕方
などの疑問点を明らかにしたりしてしてい
く。

・記録用にグループに一つ地図を用意し、記
入していくようにする。

○集合場所に集ま ・距離測定器で計測する人、記録する人など
り、次時の予告 グループで交代しながら計測するようにし
を聞く。 10 ていく。

・調べてきた様子を聞き、詳しくは次時にま
とめていくことを伝える。
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学習の集合場所： 校庭

裏校舎

班ごとに 前校舎
整列

（１班ごとに出発）

※尚、安全面を配慮し、各グループに保護者の引率をお願いする。
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（９）１１／１１
ア．ねらい

調べてきたことをつかって、自分たちで表したい方法を考え、表現することができる。
イ．準備
教師 写真、学校近辺の地図、四切色画用紙、色上質紙、ケント紙
児童 はさみ、のり、セロテープ

ウ．展開
評価項目（方法）

学習活動（○） 時 支援及び指導上の留意点 ○おおむね満足できると
予想される児童 ☆努力を要する状況の児童への手立て 判断される状況
の反応（・） 間 ◎十分満足できると判断

される状況
○前時で調べてき ５ ・学校近辺の絵地図を提示し、調べてきたこ 関

たことを確認し とを記入し、調べた結果を確認し合う。 ○自分たちが調べてきたこ
合う。 ・調べてきたことをまとめ、他に発信してい とをを基にして、すすん

調べてきた道のり 35 くことをめあてにして、自分たちで表現し で まとめようとしている
をつかって、まと たい方法で表現していく。 ◎自分たちが調べてきたこ
めよう。 ・クイズや説明などの表現方法が決まったら とだけでなく、他のグル
○自分たちが調べ まず、一人で考え、それらを出し合ってま ープの調べてきたことを

てきたことをつ とめていくようにしていく。 基にしてすすんでまとめ
かって、絵地図 ☆まとめたことを他の学校の友達に知らせた ようとしている。
やおもしろパン り、家の人に知らせたりして、最後までが （観察、パンフレット、
フレットなど自 んばれるように励ましていく。 学習感想）
分たちが表現し ・仕上がったものはいろいろな人に見てもら 表・知
たい方法でまと うことを考え、興味・関心のもてそうな内 ○調べたことを基に、正確
める。 容やわかりやすい表現になっているか、支 に長さの単位を用いて表

援していく。 すことができる。
・前時に撮ってきた写真を作品に活用し、場 ◎調べたことを基に、的確

所の様子が分かりやすくなるように工夫し に長さの単位を用いて表
ていく。 したり、時間や歩数など

・取り組んだ内容について簡単に発表し、詳 で表したりすることがで
しくは仕上がった作品を見ることができる きる。

、 ）ように掲示していく。 (パンフレット 学習感想
５ ・できあがった作品は、交流している学校の

○学習感想を書く 友達に送り、活用してもらうようにしてい。
く。


